第9回 中国・四国脳神経外傷研究会 by unknown
Title第9回 中国・四国脳神経外傷研究会
Author(s)


























cafe au lait spot, scoliosis dorsolumbaris sinistra, 











































































































































































部lζ トツレンズ状の highdensity areaが認められた．
右脳血管撮影lζは右寄穫部IC厚さ 2cmの無血管野と
下方へ向う中硬膜動静脈が存在し，左脳血管撮影でも
厚さ lcmの無血管野と上矢状洞iζ流入する中硬膜動
静脈援がみられた． 5月4日の手術所見は右側線状骨
折が右中硬膜動脈溝を併走し，動脈は数カ所で断裂し
ていた．厚さ 2cmの硬膜外血腫が存在し，中硬膜静
脈は怒張していた．左側にも線状骨折があり， 1.5cm 
の厚さの血麗と右側と同様の中硬膜静脈が観察され
た．術后経過は良好で，術后20日目 ICneurological 
deficitsを残さずして退院した．
2）外傷性硬膜外血腫を経験して
松山赤十字病院脳神経外科
河島研吾，青山秀行
岡本博文，五石淳司
過去2年間lζ13例の外傷性硬膜外血腫を経験した．
手術例は10例，保存的治療例は3例である．硬膜外血
腫のみのものは．手術例，保存的治療例とも予后は良
好であるが，混合型のものは予后の悪いものが多い．
近年，受傷早期でも， CTの導入ICむり，頭蓋内状
態の観察が可能であり，受傷早期lζは， CTlζて異常
を認めないにもかかわらず数時聞から数日の lucid
intervalの后．明瞭な血腫の発見される ζとが多い織
である．
我々は，右側頭頭頂領域，及び後頭蓋寓，左頭頂減
